
(57)【要約】

【課題】　オフポンプ冠動脈吻合術において、吻合が困

難な患部に対して、心臓の位置ずれ、または、脱落の少

ない心臓の位置調整を行い、安全に吻合を実施できる冠

状動脈バイパス術用処置具を提供する。

【解決手段】　冠状動脈バイパス術用処置具を、可とう

性チューブ１０２と、可とう性チューブ１０２の先端側

に設けられた吸盤部１０１と、可とう性チューブ１０２

に設けられた三方コック１０３と、可とう性チューブ１

０２を保持する１０４と、で構成される吸着部材を少な

くとも３個以上有する構成とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 と う 性 チ ュ ー ブ と 、
　 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 吸 盤 部 と 、
　 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ に 設 け ら れ た 開 閉 部 材 と 、
　 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ を 保 持 す る 保 持 部 材 と 、
　 を 備 え る 吸 着 部 材 を 、 複 数 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 着 部 材 を 、 少 な く と も
三 以 上 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、
　 前 記 吸 盤 部 と 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ と 、 の 間 に 、 両 者 を 接 続 す る 連 結 部 材 を 備 え 、
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 吸 盤 部 と 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の う ち の 一 方 を 他 方 に 対 し て 可 動
と す る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 可 と う
性 チ ュ ー ブ に 連 通 し て い る 蛇 腹 形 状 の 管 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用
処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の 吸 着 面
と 平 行 な 水 平 面 内 に お け る 、 前 記 吸 盤 部 に 対 す る 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 角 度 可 動 範 囲 が
３ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ 乃 至 ５ い ず れ か に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の
吸 着 面 と 垂 直 な 垂 直 面 内 に お け る 、 前 記 吸 盤 部 に 対 す る 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 角 度 可 動
範 囲 が ３ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ い ず れ か に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の
吸 着 面 に 開 口 部 が 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 の 内 側 面 に 複 数 の ス リ ッ ト 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ い ず れ か に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の
端 部 は 、 前 記 吸 盤 部 の 内 部 よ り も 柔 軟 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術
用 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ８ い ず れ か に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 可 と う 性
チ ュ ー ブ は 、 主 管 と 、 前 記 主 管 に 連 通 す る 分 岐 部 と 、 前 記 分 岐 部 に 連 通 す る 複 数 の 副 管 と
、 を 含 み 、
　 複 数 の 前 記 吸 盤 部 が 、 互 い に 異 な る 前 記 副 管 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動
脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ９ い ず れ か に 記 載 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 複 数 の 前 記 吸
盤 部 が 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ を 介 し て 一 の 吸 引 手 段 に 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 冠
状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-237945 A 2005.9.8



【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 心 筋 梗 塞 等 の 虚 血 性 心 疾 患 を 抱 え た 患 者 に 対 す る カ テ ー テ ル イ ン タ ー ベ ー シ ョ ン
が 加 速 度 的 に 普 及 し て き た 。 代 表 的 な カ テ ー テ ル イ ン タ ー ベ ー シ ョ ン に は 、 冠 動 脈 血 管 拡
張 術 や 血 管 内 ス テ ン ト 留 置 が あ る が 、 こ れ ら の 治 療 は 患 者 に 対 し 低 浸 襲 で あ り 、 入 院 期 間
が 短 い と い う 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 カ テ ー テ ル 治 療 の 対 象 と な ら な い 患 者 に は 、 冠 動 脈 バ イ パ ス 術 （ 以 下 Ｃ Ａ Ｂ Ｇ と
略 す ） の 有 効 性 が 広 く 認 知 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 虚 血 の 原 因 で あ る 狭 窄 の 起 こ っ て い
る 冠 動 脈 の 末 梢 側 に 剥 離 し た 内 胸 動 脈 、 胃 大 網 動 脈 等 の バ イ パ ス 用 血 管 の 一 端 を 吻 合 し 、
虚 血 の 解 消 を 図 る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｃ Ａ Ｂ Ｇ の 対 象 患 者 は 、 複 数 の 冠 動 脈 が 閉 塞 、 狭 窄 し て い た り 、 上 行 大 動 脈 が 石 灰 化 し
て い た り 、 脳 、 腎 臓 、 呼 吸 器 等 の 慢 性 疾 患 を 有 し て い た り 、 高 齢 者 で あ る 場 合 が 少 な く な
い た め 、 こ れ ら の 患 者 の Ｃ Ａ Ｂ Ｇ に 対 す る リ ス ク は 決 し て 低 い も の で は な い 。 特 に 患 者 が
被 ら な け れ ば な ら な い 最 大 の リ ス ク は 、 心 臓 を 停 止 し 、 人 口 心 肺 装 置 を 使 用 し て 体 外 循 環
を 行 う こ と で あ ろ う 。 動 脈 硬 化 の 進 行 し た 患 者 に 人 工 心 肺 を 使 用 す る こ と は 、 錆 び た 水 道
管 に 高 圧 で 送 水 す る の に 等 し く 、 こ の 結 果 、 血 管 内 の 付 着 物 が 押 し 流 さ れ 他 の 血 管 を 閉 塞
し 、 脳 梗 塞 等 の 合 併 症 を 誘 引 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 患 者 に 対 し て 、 近 年 、 人 工 心 肺 を 使 用 し な い で 、 心 拍 動 下 で バ イ パ ス 用 グ ラ
フ ト を 吻 合 す る 方 法 が 試 み ら れ 、 良 好 な 成 績 が 得 ら れ る よ う に な っ た 。 こ の 方 法 は 、 オ フ
ポ ン プ 冠 動 脈 吻 合 術 （ 以 下 、 Ｏ Ｐ Ｃ Ａ Ｂ と 略 す ） と 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｏ Ｐ Ｃ Ａ Ｂ の 問 題 点 は 、 心 臓 が 動 い て い る た め に 、 完 璧 な 吻 合 を 短 時 間 で 実 施 す る に は
熟 練 を 要 す る こ と で あ る 。 吻 合 が 不 良 で あ れ ば 吻 合 部 か ら 冠 動 脈 や バ イ パ ス 用 血 管 内 に 血
の 塊 が 発 生 し て 閉 塞 し て し ま う 原 因 と な る 。 こ の 問 題 は 、 ス タ ビ ラ イ ザ ー を 使 用 す る こ と
で 、 吻 合 部 の 動 き が 規 制 さ れ 、 安 定 し た 状 態 で バ イ パ ス 用 血 管 を 吻 合 す る こ と が 可 能 と な
っ た た め 、 吻 合 の 精 度 が 向 上 し 、 Ｏ Ｐ Ｃ Ａ Ｂ の 成 績 は 飛 躍 的 に 向 上 し た の で あ る （ 特 許 文
献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 通 常 状 態 で は 正 面 視 で き な い た め に 吻 合 が 困 難 な 患 部 に 対 す る 吻 合 の 精 度 を 向
上 さ せ る こ と を 目 的 に 、 心 臓 を 吸 着 保 持 し て 心 臓 の 位 置 を 調 整 す る 処 置 具 が 開 示 さ れ て い
る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 処 置 具 は 、 心 臓 壁 面 に 吸 着 可 能 な １ つ の 吸 盤 部 、
吸 盤 部 を 位 置 調 整 す る た め の １ 本 の ア ー ム 、 吸 盤 部 に 連 通 し 、 か つ 吸 引 源 と 接 続 可 能 な 吸
引 チ ュ ー ブ か ら 構 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 処 置 具 で は 、 １ 方 向 だ け か ら の 力 で
心 臓 の 位 置 を 調 整 す る た め 、 心 臓 の 位 置 調 整 を し た 状 態 で の 吻 合 中 に 心 臓 の 位 置 ず れ が 発
生 し た り 、 心 臓 を 脱 落 し た り し て し ま う こ と が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ８ ３ ６ ３ １ １ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 国 際 公 開 第 ０ ２ ／ ０ ５ ４ ９ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 オ フ ポ ン プ 冠 動 脈 吻 合 術
に お い て 、 吻 合 が 困 難 な 患 部 に 対 し て 、 心 臓 の 位 置 ず れ ま た は 脱 落 の 少 な い 心 臓 の 位 置 調
整 を 行 い 、 安 全 に 吻 合 を 実 施 で き る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ と 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 吸
盤 部 と 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ に 設 け ら れ た 開 閉 部 材 と 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ を 保 持 す
る 保 持 部 材 と 、 を 備 え る 吸 着 部 材 を 、 複 数 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス
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術 用 処 置 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 は 、 心 臓 を 所 定 の 位 置 に 保 持 す る 器 具 で あ る 。 本
発 明 に 係 る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 は 、 吸 盤 部 を 複 数 以 上 有 し て い る 。 こ の た め 、 複
数 の 方 向 か ら 心 臓 の 位 置 を 調 整 で き る 処 置 具 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 盤 部 を 複 数 有
し て い る た め 、 心 臓 を 所 定 の 位 置 に 確 実 に 保 持 し て お く こ と が で き る 。 よ っ て 、 冠 状 動 脈
バ イ パ ス 術 に お い て 安 全 に 吻 合 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 着 部 材 を 、 少 な く と も 三 以 上 有
し て い る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ う す る こ と に よ り 、 心 臓 を 所 定 の 位 置 に さ ら に 確 実
に 保 持 し て お く こ と が で き る 。 よ っ て 、 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 に お い て よ り 一 層 安 全 に 吻 合
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 と 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ
と 、 の 間 に 、 両 者 を 接 続 す る 連 結 部 材 を 備 え 、 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 吸 盤 部 と 前 記 可 と う
性 チ ュ ー ブ の う ち の 一 方 を 他 方 に 対 し て 可 動 と す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ う す る こ
と に よ り 、 位 置 調 整 時 の 吸 着 部 材 の 動 き の 自 由 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、
心 臓 の 位 置 調 整 を さ ら に 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー
ブ に 連 通 し て い る 蛇 腹 形 状 の 管 を 有 す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ う す る こ と に よ り 、
吸 盤 部 と 可 と う 性 チ ュ ー ブ の う ち の 一 方 を 他 方 に 対 し て 確 実 に 可 動 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の 吸 着 面 と 平 行 な 水 平 面 内
に お け る 、 前 記 吸 盤 部 に 対 す る 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 角 度 可 動 範 囲 が ３ ０ 度 以 上 １ ８ ０
度 以 下 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤
部 の 吸 着 面 と 垂 直 な 垂 直 面 内 に お け る 、 前 記 吸 盤 部 に 対 す る 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 角 度
可 動 範 囲 が ３ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 で あ っ て も よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 心 臓 を 位 置 調
節 を 可 能 と し つ つ 、 所 定 の 位 置 に 確 実 に 保 持 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い
て 、 角 度 可 動 範 囲 は 、 吸 盤 部 に 対 し て 可 と う 性 チ ュ ー ブ が 動 き う る 角 度 の 範 囲 を 指 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の 吸 着 面 に 開 口 部 が 設 け ら
れ 、 前 記 開 口 部 の 内 側 面 に 複 数 の ス リ ッ ト 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 こ う す る こ
と に よ り 、 よ り 一 層 心 臓 の 位 置 ず れ ま た は 脱 落 の 危 険 性 が 少 な い 処 置 具 を 提 供 で き る 。 な
お 、 本 発 明 に お い て 、 複 数 の 前 記 凹 部 は 、 前 記 吸 着 面 に 略 垂 直 方 向 （ 吸 引 方 向 ） に 延 在 す
る と と も に 互 い に 略 平 行 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 吸 盤 部 の 端 部 は 、 前 記 吸 盤 部 の 内
部 よ り も 柔 軟 化 さ れ て い て も よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 吸 盤 部 に 心 臓 を 確 実 に 吸 着 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ は 、 主 管 と 、 前
記 主 管 に 連 通 す る 分 岐 部 と 、 前 記 分 岐 部 に 連 通 す る 複 数 の 副 管 と 、 を 含 み 、 複 数 の 前 記 吸
盤 部 が 、 互 い に 異 な る 前 記 副 管 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 処 置 具 全
体 の 小 型 化 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 吸 着 部 材 の 制 御 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 三 以 上 の 前 記 副 管 を 含 む こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 複 数 の 前 記 吸 盤 部 が 、 前 記 可 と う 性 チ
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ュ ー ブ を 介 し て 一 の 吸 引 手 段 に 連 通 し て い て も よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 処 置 具 全 体 を
確 実 に 小 型 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 一 つ の 吸 引 手 段 を 用 い て 複 数 の 吸 着 部 材 を 調 節 す
る こ と が で き る た め 、 処 置 に お け る 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 三 以 上 の 前 記 吸 盤 部 が 、 前 記 可 と う 性
チ ュ ー ブ を 介 し て 一 の 吸 引 手 段 に 連 通 し て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 吸 着 部 材 を 少 な く と も 複 数 有 す る 構 成 と す る こ と に よ り 、 オ フ ポ ン プ
冠 動 脈 吻 合 術 に お い て 、 吻 合 が 困 難 な 患 部 に 対 し て 、 心 臓 の 位 置 ず れ 、 ま た は 、 脱 落 の 少
な い 心 臓 の 位 置 調 整 を 行 い 、 安 全 に 吻 合 を 実 施 で き る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 す べ て の 図 面 に お
い て 、 共 通 す る 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 以 下 の 説 明 に お い て 詳 細 な 説 明 を 適 宜 省 略
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 示 す 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 は 、 心 臓 を 所 定 の 位 置 に 固 定 す る 器 具 で あ る 。
こ の 器 具 は 、 心 臓 に 対 し て 所 定 の 処 置 、 た と え ば 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 等 を 施 す 際 に 好 適 に
用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に 示 し た 冠
状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 は 、 複 数 の 、 図 １ で は 三 つ 以 上 の 吸 着 部 材 を 有 す る 。 吸 着 部 材
は 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 側 に 設 け ら れ た 吸 盤 部 １
０ １ と 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ に 設 け ら れ た 開 閉 部 材 で あ る 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ と 、 可 と
う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 保 持 す る 保 持 部 材 １ ０ ４ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ は 、 主 管
と 、 主 管 に 連 通 す る 分 岐 部 で あ る 三 又 ジ ョ イ ン ト １ ０ ５ と 、 三 又 ジ ョ イ ン ト １ ０ ５ に 連 通
す る 三 つ の 副 管 と 、 を 含 み 、 三 つ の 吸 着 部 材 は 互 い に 異 な る 副 管 を 有 す る 。 こ の た め 、 吸
着 部 材 を 構 成 す る 副 管 同 士 が 三 又 ジ ョ イ ン ト １ ０ ５ な ど で 互 い に 連 結 さ れ た 構 成 と な っ て
い る 。 ま た 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 他 端 す な わ ち 主 管 の 端 部 は 、 吸 引 源 １ ０ ６ に 接 続
さ れ て い る 。 そ し て 、 三 つ の 吸 盤 部 １ ０ １ が 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 介 し て 一 つ の 吸
引 源 １ ０ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 吸 引 源 １ ０ ６ は 、 た と え ば 減 圧 ポ ン プ 等 と す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 材 料 は た と え ば 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、
シ リ コ ー ン 樹 脂 等 の 材 料 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ は 、 た と え
ば 押 し 出 し 成 形 に よ り 形 成 さ れ る 。 ま た 、 金 属 コ イ ル 等 の 補 強 部 材 に よ り 可 と う 性 チ ュ ー
ブ １ ０ ２ を 補 強 し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 キ ン ク に よ る 吸 引 の 遮 断 を 防 止 す る こ と が で き
る 。 こ の た め 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 耐 キ ン ク 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 吸 盤 部 １ ０ １ は 、 可 と う 性 チ ュ ー
ブ １ ０ ２ の 先 端 側 に 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 前 述 し た よ う に 、 三 つ の 吸 盤 部 １ ０ １
は 、 一 つ の 主 管 か ら 分 岐 す る 三 本 の 副 管 の そ れ ぞ れ の 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。 吸 盤 部 １ ０
１ は 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 介 し て 吸 引 源 １ ０ ６ に よ り 吸 引 さ れ る 。 吸 引 に よ り 、 被
吸 着 物 の 表 面 に 吸 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 被 吸 着 物 は 、 心 臓 で あ る 。 こ の た め 、 吸 盤 部 １ ０ １ は 、 心 臓 壁 面 に 対 す る 密 着
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性 に 優 れ た 材 料 と す る こ と が で き る 。 吸 盤 部 １ ０ １ の 材 料 は 、 た と え ば 弾 性 体 と す る こ と
が で き る 。 こ う す る こ と に よ り 、 心 臓 壁 面 に 充 分 に フ ィ ッ ト さ せ 、 密 着 性 を 確 保 す る こ と
が で き る 。 具 体 的 に は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 材 料 を シ リ コ ー ン 樹 脂 、 ス チ レ ン － エ チ レ ン － ブ
タ ジ エ ン － ス チ レ ン 樹 脂 、 ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー 等 の エ ラ ス ト マ ー と す る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ は 、 パ ッ ド 状 と す る こ と が で き る 。 平 面 視 に お け る 吸 盤 部 １ ０ １ の
形 状 は 、 た と え ば 円 形 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 円 形 だ け で な く 、 図 示 し た よ う に ほ ぼ
楕 円 形 と し て も よ い 。 吸 盤 部 １ ０ １ の 平 面 形 状 を 楕 円 形 状 と す る こ と に よ り 、 心 臓 壁 面 の
血 管 を 吸 引 す る こ と な く 最 大 の 接 触 面 積 で 心 臓 壁 面 に 吸 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 大 き さ は 、 平 面 形 状 が 円 形 の 場 合 、 直 径 を た と え ば ５ ｍ ｍ 以 上 、
好 ま し く は １ ０ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 直 径 は 、 た と え ば ６
０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ５ ０ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 平 面 形 状 が ほ ぼ 楕 円 形 状 の 場 合 、 長 手 方 向 の 長 さ は 、 た と え ば ２
０ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は ３ ０ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 長 手 方 向 の 長 さ は 、 た
と え ば ６ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ５ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 吸 盤 部 １ ０ １ の
短 手 方 向 の 長 さ は 、 た と え ば ５ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は １ ０ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と が で き る 。
ま た 、 短 手 方 向 の 長 さ は 、 た と え ば ３ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｍ と す る こ と が で き
る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 高 さ は 、 た と え ば ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 吸 盤 部 １ ０ １ の 長 さ を 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ を 心 臓 の 表 面 に
確 実 に 吸 着 さ せ 、 心 臓 を 固 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ を 心 臓 の 表 面 に 安 定
的 に 固 定 し つ つ 、 処 置 の 作 業 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 吸 盤 部 １ ０ １ の 形 状 は 、 さ ら に 、 吸 盤 部 １
０ １ の 末 端 部 に か け て 拡 径 す る テ ー パ ー 形 状 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ う す る こ と に よ り
、 心 臓 壁 と の 吸 引 接 触 時 に 、 吸 盤 部 １ ０ １ が 吸 引 圧 に よ り 内 側 に 変 形 す る こ と を 抑 制 で き
る 。 ま た 、 複 数 の 吸 盤 部 １ ０ １ の 大 き さ ま た は 形 状 は そ れ ぞ れ 同 一 と す る こ と に 限 定 さ れ
ず 、 た と え ば 、 心 臓 の 心 尖 部 に フ ィ ッ ト さ せ る 吸 盤 部 １ ０ １ を 最 も 大 き く し て も よ い 。 こ
う す る こ と に よ り 、 心 臓 を 確 実 に 所 定 の 位 置 に 保 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ は 、 吸 着 面 に 開 口 部 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 開 口 部 は 可 と う 性 チ
ュ ー ブ １ ０ ２ に 連 通 し て い る 構 成 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 開 口 部 を 覆
う 複 数 の 小 さ な 孔 が 開 い た メ ッ シ ュ 等 を 付 設 し て も よ い 。 こ の と き 、 心 臓 の 壁 面 は 、 メ ッ
シ ュ を 介 し て 吸 盤 部 １ ０ １ に 接 す る 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 た と え ば 、 吸 引 開 口 部 の 周 囲 に 凸 部 を 設 け 、 吸 引 開 口 部 と の 間 に 隙 間 を 設 け る よ
う に メ ッ シ ュ 等 を 付 設 し て も よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 吸 引 面 積 の 減 少 を 防 止 す る こ と
が で き る 。 よ っ て 、 吸 盤 部 １ ０ １ に お け る 吸 引 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 メ ッ シ ュ 等
の 材 質 は 、 吸 水 性 効 果 を 有 す る 不 織 布 や コ ッ ト ン と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ に 設 け ら れ た 開 口 部 の 内 側 面 に は 、 複 数 の 凹 状 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ
て い る こ と が 好 ま し い 。 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｅ ） は 、 ス リ ッ ト を 有 す る 吸 盤 部 １ ０ １ の 構
成 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 正 面 図 で あ る 。 図 ４ （ ｂ ） は 、 吸
盤 部 １ ０ １ の 上 面 図 で あ る 。 図 ４ （ ｃ ） は 吸 盤 部 １ ０ １ の 下 面 図 で あ る 。 図 ４ （ ｄ ） は 、
図 ４ （ ｂ ） の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ｅ ） は 、 図 ４ （ ｂ ） の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図
で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｅ ） で は 、 平 面 視 に お い て 吸 盤 部 １ ０ １ が 矩 形 の 角 部 に Ｒ が 設 け ら
れ た 形 状 の 場 合 を 例 示 し て い る 。 図 ４ （ ｃ ） ～ 図 ４ （ ｅ ） に 示 し た よ う に 、 複 数 の ス リ ッ
ト 状 の 凹 部 が 吸 着 面 に 略 垂 直 方 向 （ 吸 引 方 向 ） に 延 在 す る と と も に 互 い に 略 平 行 に 設 け ら
れ て い る 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 複 数 の ス リ ッ ト １ ０ ８ は 吸 盤 部 １ ０ １ の 中 心 か ら 周 辺 に 向 か っ て の び て お り 、 放
射 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 吸 盤 部 １ ０ １ 中 の 液 体 を 開 口 部 の 内 部 か ら 外 部 に 向 か
っ て 効 率 よ く 排 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 複 数 の ス リ ッ ト １ ０ ８ が 吸 盤 部 １ ０ １ の 内 側
面 の 周 方 向 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 さ ら に 、 ス リ ッ ト １ ０ ８ は 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 付 近
ま で 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ う す れ ば 、 上 述 の 水 切 り 効 果 に 加 え て 、 吸 盤 部 １
０ １ の 端 部 ま で 確 実 に 吸 引 圧 を か け る こ と が で き る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。 こ の た め 、 吸
引 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス リ ッ ト 状 の 凹 部 を 設 け る こ と に よ り 、 組 織 表 面 の 体 液 等 の 水 切 り 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。 こ の た め 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 組 織 に 対 す る 横 滑 り を 防 止 で き る 。 ス リ ッ ト １ ０ ８ の 幅
は た と え ば ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 １ ｍ ｍ 以 下 、 深 さ は ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 ５ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が 好
ま し い 。 こ う す る こ と に よ り 、 組 織 が ス リ ッ ト １ ０ ８ 内 に 完 全 に 浸 入 し て ス リ ッ ト の 水 切
り 効 果 を 損 な う こ と を 抑 制 で き る 。 こ の た め 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 水 切 り 効 果 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 は 、 柔
軟 性 を 有 す る 部 位 で あ る こ と が 好 ま し い 。 図 ５ は 、 こ う し た 構 成 の 吸 盤 部 １ ０ １ の 構 成 を
模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 に は 柔 軟 材 １ ０ ９ が 設 け
ら れ て い る た め 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 が 柔 軟 性 を 有 す る 部 位 と な っ て い る 。 ま た 、 吸 盤 部
１ ０ １ の 端 部 は 吸 盤 部 １ ０ １ の 内 部 よ り も 柔 軟 化 さ れ て い る 。 こ う す れ ば 、 柔 軟 な 組 織 に
対 す る 吸 盤 部 １ ０ １ の 追 随 性 を 向 上 さ せ 、 吸 引 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 を 柔 軟 化 す る 方 法 と し て 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 を 端 部 以 外 の 部 位 よ
り 肉 薄 と す る こ と や 、 別 の 柔 軟 材 を 付 設 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 別 の 柔 軟 化 方 法 と し て は
、 吸 盤 部 １ ０ １ の 硬 度 よ り た と え ば ２ ０ ％ 以 上 端 部 の 硬 度 を 小 さ く す る 方 法 が 挙 げ ら れ る
。 こ う し た 材 料 と し て 、 た と え ば 、 前 述 し た 吸 盤 部 １ ０ １ の 材 質 と 同 材 質 で 硬 度 の み を 小
さ く し た も の や 、 独 立 気 泡 ス ポ ン ジ や ゲ ル 状 材 質 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ に 戻 り 、 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に は 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ を 保 持 す る 保 持 部 材
１ ０ ４ が 設 け ら れ て い る 。 保 持 部 材 １ ０ ４ は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 位 置 を 調 整 し 、 所 定 の 位 置
に 保 持 す る 。 保 持 部 材 １ ０ ４ の 材 料 と し て は 、 伸 び に く く 、 か つ 破 断 し に く い 材 質 が 好 ま
し い 。 こ う す る こ と に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 位 置 を 確 実 に 調 整 し 、 ま た 吸 盤 部 １ ０ １ を 所
望 の 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。 保 持 部 材 １ ０ ４ の 材 料 は た と え ば ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金
属 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル
樹 脂 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 等 の 樹 脂 材 料 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 心 臓 壁 面 に 吸 着 さ せ た 複 数
の 吸 盤 部 １ ０ １ に 連 通 し て い る 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と 、 そ れ ぞ れ の 保 持 部 材 １ ０ ４ と
を 、 引 っ 張 り 鉗 子 等 で 開 胸 器 等 に 固 定 し て も よ い 。 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ お よ び 保 持 部
材 １ ０ ４ を 引 っ 張 り 鉗 子 等 で 開 胸 器 等 に 固 定 し て 心 臓 の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 一 方
向 か ら だ け で な く 複 数 の 方 向 か ら 心 臓 の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 吻 合 中
の 心 臓 の 位 置 ず れ 、 ま た は 心 臓 の 脱 落 の 危 険 性 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 た と え
ば 、 保 持 部 材 １ ０ ４ を 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ 上 で 任 意 の 部 位 に 摺 動 で き る 構 造 と し 、 保
持 部 材 １ ０ ４ を 引 っ 張 る 時 に 保 持 部 材 １ ０ ４ を 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ に 固 定 で き る 構 造
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と し て も よ い 。 こ う す る こ と に よ り 、 引 っ 張 り 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 主 管 に 設 け ら れ た 三 方 コ ッ
ク １ ０ ３ を 調 節 し て 、 あ ら か じ め 吸 引 源 １ ０ ６ が 副 管 に 連 通 し な い よ う に 遮 断 し た 状 態 に
し て 、 吸 盤 部 １ ０ １ を 心 臓 壁 面 に フ ィ ッ ト さ せ た 後 に 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ を 調 整 し 、 吸 盤 部
１ ０ １ を 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ に 連 通 さ せ る こ と で 、 吸 盤 部 １ ０ １ で 心 臓 壁 を 吸 引 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 心 臓 壁 か ら の 取 り 外 し は 、 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ を 調 整
し 、 吸 引 源 １ ０ ６ へ の 連 通 を 遮 断 す る と と も に 大 気 解 放 す る こ と で 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 連 結 部 材 １ ０ ７ は 、 吸 盤 部
１ ０ １ と 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と の 間 に 設 け ら れ 、 両 者 を 接 続 す る 部 材 で あ る 。 ま た 、
連 結 部 材 １ ０ ７ は 、 吸 盤 部 １ ０ １ と 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の う ち の 一 方 を 他 方 に 対 し て
可 動 と す る 。 た と え ば 、 吸 盤 部 １ ０ １ に 対 し て 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ が 任 意 に 可 動 で き
る よ う に 両 者 が 連 結 部 材 １ ０ ７ で 接 続 さ れ て い て も よ い 。 吸 盤 部 １ ０ １ に 対 し て 可 と う 性
チ ュ ー ブ １ ０ ２ が 可 動 で あ る た め 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 最 初 の 接 続 方 向 と 異 な る 方
向 に 引 っ 張 っ た 時 の 捻 れ 応 力 や 心 拍 動 に よ る 応 力 を 吸 収 し 、 心 臓 壁 面 か ら の 吸 盤 部 １ ０ １
の 外 れ を 防 止 で き 、 安 全 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 吸 盤 部 １ ０ １ に 対 し て 可 と う 性 チ
ュ ー ブ １ ０ ２ が 任 意 に 可 動 で き る た め の 連 結 部 材 １ ０ ７ と し て 、 た と え ば 蛇 腹 形 状 の 管 が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 連 結 部 材 １ ０ ７ は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 吸 着 面 と 平 行 な 水 平 面 内 に お け る 、 前 記 吸 盤
部 に 対 す る 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 角 度 可 動 範 囲 が ３ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 と な る よ う に
構 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 吸 着 面 と 垂 直 な 垂 直 面 内 に お け る 、 前 記 吸
盤 部 に 対 す る 前 記 可 と う 性 チ ュ ー ブ の 角 度 可 動 範 囲 が ３ ０ 度 以 上 １ ８ ０ 度 以 下 で あ る よ う
に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 角 度 可 動 範 囲 を ３ ０ 度 以 上 と す る こ と に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ に
対 す る 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 動 き の 自 由 度 を 充 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 角
度 可 動 範 囲 を １ ８ ０ 度 以 下 と す る こ と に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ に 吸 着 し た 心 臓 壁 面 に ね じ れ
が 生 じ る の を 抑 制 し 、 確 実 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 連 結 部 材 １ ０ ７ は 平 面 視 に お い て 吸 盤 部 １ ０ １ の 中 央 付 近 に 接 続 さ れ る こ と が 好
ま し い 。 こ う す る こ と に よ り 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 引 っ 張 っ た 時 に 吸 盤 部 １ ０ １ に
均 一 な 応 力 が か か る 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 吸 引 の 際 の 心 臓 の 損 傷 を 防 止 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結 部 材 １ ０ ７ は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 吸 着 面 が 可 と う 性 チ ュ ー ブ １
０ ２ の 延 在 方 向 に 水 平 と な る よ う に 両 者 を 接 続 す る こ と が 好 ま し い 。 こ う す る こ と に よ り
、 吸 盤 部 １ ０ １ の 嵩 張 り を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 限 ら れ た ス ペ ー ス で 確 実 に
心 臓 の 固 定 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ に
開 閉 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 開 閉 部 材 は 、 図 １ に 示 し た よ う に 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ と す る こ
と が で き る 。 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ は 、 そ れ ぞ れ の 副 管 に 一 つ ず つ 以 上 お よ び 主 管 に 一 つ 以 上
設 け る こ と が で き る 。 こ う す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ を 独 立 に 調 節 し
、 吸 盤 部 １ ０ １ ご と に 吸 引 状 態 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 た と え ば 開 閉 部 材 を 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ と す る 場 合 、 た と え ば 、 一 方 向 に 回 転 で き
な い よ う に ス ト ッ パ ー を 設 け る こ と で 二 方 向 の み に 限 定 し て 調 整 で き る 構 造 と し て も よ い
。 こ う す れ ば 、 コ ッ ク の 回 転 調 整 に よ り 、
ｉ ） 吸 盤 部 １ ０ １ に よ り 心 臓 壁 を 吸 引 す る 際 の 確 実 な 吸 引 操 作 、 お よ び
ｉ ｉ ） 吸 盤 部 １ ０ １ を 心 臓 壁 か ら 取 り 外 す 際 に 、 確 実 に 吸 引 源 １ ０ ６ か ら 遮 断 し つ つ 大 気
開 放 す る 操 作 、
を 実 施 で き る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 開 閉 部 材 を 二 方 向 の み に 調 整 で き る 構 造 と し て 、 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ の よ う な コ ッ
ク を 回 転 さ せ る 構 造 の 他 に 、 た と え ば 、 コ ッ ク に 該 当 す る 部 材 が 可 と う 性 チ ュ ー ブ に 対 し
垂 直 方 向 に 摺 動 可 能 な 構 成 と す る こ と に よ り 、 上 述 し た ｉ ） お よ び ｉ ｉ ） を 実 施 で き る 構
造 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 で は 、 吸 着 部 材 を 少 な く と も 三 つ 以 上 有 し て
い る 。 吸 着 部 材 が 一 つ の 場 合 、 一 カ 所 の み で 心 臓 を 保 持 す る た め 、 吸 着 さ れ た 心 臓 の 可 動
範 囲 が 大 き い 。 ま た 、 一 方 向 か ら の み で 心 臓 を 保 持 す る た め 、 吸 着 部 材 に 対 す る 心 臓 が 元
の 位 置 に 戻 ろ う と す る 力 が 大 き く 、 心 臓 の 位 置 ず れ 、 ま た は 脱 落 が 生 じ や す い 。 吸 着 部 材
を 複 数 設 け る こ と に よ り 、 複 数 の 方 向 か ら 心 臓 を 保 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 心 臓
が 元 の 位 置 に 戻 ろ う と す る 力 を 分 散 さ せ て 、 心 臓 を 所 定 の 位 置 に 安 定 的 に 保 持 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 で は 、 吸 着 部 材 を 三 つ 以 上 と す る 。 吸
着 部 材 が 二 つ の 場 合 も 、 吸 着 さ れ た 心 臓 の 可 動 範 囲 の 自 由 度 が 残 存 す る 。 吸 着 部 材 を 三 つ
以 上 と す る こ と に よ り 、 三 以 上 の 方 向 か ら 心 臓 を 挟 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 着 部 材
を 三 つ 以 上 と す る こ と に よ り 、 心 臓 壁 面 と の 接 触 面 積 を 充 分 に 確 保 し 、 心 臓 を 充 分 に 吸 着
保 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 心 臓 を 所 定 の 位 置 に さ ら に 安 定 的 に 保 持 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 し た が っ て 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 で は 、 吸 着 部 材 を 少 な く と も 三
つ 以 上 有 す る こ と に よ り 、 吸 着 部 材 を 二 つ 以 下 し か 有 し な か っ た こ れ ま で の 処 置 具 に 比 較
し 、 心 臓 の 位 置 ず れ 、 ま た は 、 脱 落 の 少 な い 心 臓 の 位 置 調 整 を 行 い 、 安 全 に 吻 合 を 実 施 で
き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ に 、 複 数 の 凹 状 の ス リ ッ ト １ ０ ８ （ 図 ４ ） を 設 け る こ と に よ り 、 吸
盤 部 １ ０ １ の 組 織 に 対 す る 横 滑 り を 防 止 す る こ と が で き 、 さ ら に 吸 盤 部 １ ０ １ の 端 部 ま で
確 実 に 吸 引 圧 を か け る こ と が で き る た め 、 吸 引 力 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 吸 盤 部
１ ０ １ の 端 部 に 柔 軟 材 １ ０ ９ を 設 け 、 柔 軟 性 を 有 す る 部 位 と す る こ と に よ り 、 柔 軟 な 組 織
に 対 す る 追 随 性 を 向 上 さ せ 、 吸 引 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ は 、 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 別 の 構 成 例 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る
。 以 下 の 図 に 示 す 構 成 に つ い て も 、 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 構 成 を 適
用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ２ ま た は 図 ３ に 示 す 構 成 を 図 １ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス
術 用 処 置 具 に 適 用 す る こ と も で き る 。 図 ２ ま た は 図 ３ に 示 し た よ う に 、 図 １ に 示 し た 三 又
ジ ョ イ ン ト １ ０ ５ に 代 え て 、 Ｘ 型 ジ ョ イ ン ト １ １ ０ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て は 、 開 閉 部 材 が 吸 盤 部 １ ０ １ の 付 近
に 付 設 さ れ る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ と 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と の 間 に 連 結 部 材 １ ０ ７ が
設 け ら れ て い な い 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 吸 着 面 が 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 延 在 方 向 に
対 し て 垂 直 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 吸 盤 部 １ ０ １ と 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と に 接 続 さ れ 、 吸 盤 部 １ ０ １ が 可 と う 性 チ ュ ー
ブ １ ０ ２ に 連 通 す る 構 成 と す る 開 閉 部 材 と し て は 、 ニ 方 コ ッ ク ま た は 図 示 し た 三 方 コ ッ ク
１ ０ ３ と す る こ と が で き る 。 こ う す る こ と に よ り 、 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 操 作 の
簡 便 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ２ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 を 使 用 す る 際 に は 、 ま ず 、 吸 引 源 １ ０ ６ か ら
の 吸 盤 部 １ ０ １ と 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と の 間 が 遮 断 さ れ た 状 態 に な る よ う 二 方 コ ッ ク
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ま た は 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ を 調 節 し て 、 吸 盤 部 １ ０ １ を 心 臓 壁 面 に フ ィ ッ ト さ せ る 。 そ の 後
、 二 方 コ ッ ク ま た は 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ を 調 整 し て 、 吸 盤 部 １ ０ １ が 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０
２ に 連 通 し て い る 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ で 心 臓 壁 を 吸 引 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 心 臓 壁 か ら の 取 り 外 し は 、 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ を 調 整 し 、 吸 盤 部
１ ０ １ が 吸 引 源 １ ０ ６ に 連 通 し な い 状 態 に 遮 断 す る と と も に 大 気 解 放 す る こ と で 実 施 で き
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 保 持 部 材 １ ０ ４ は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 付 近 に 接 続 さ れ る 。 保 持 部 材 １ ０ ４ は 、 吸 盤
部 １ ０ １ の 位 置 を 調 整 す る 。 保 持 部 材 １ ０ ４ の 材 料 と し て は 、 伸 び に く く 、 か つ 破 断 し に
く い 材 質 が 好 ま し い 。 た と え ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 、 ま た は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ カ
ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 の 樹 脂 を 材 質 と す る こ と が で き る 。 心 臓 壁 面 に 吸
着 さ せ た 複 数 の 吸 盤 部 １ ０ １ の 付 近 に 付 設 さ れ た 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ と 連 通 し て い る 可 と う
性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ 、 ま た は 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ に 付 設 さ れ た そ れ ぞ れ の 保 持 部 材 １ ０
４ を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ に 吸 着 さ れ た 心 臓 の 位 置 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ２ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 で は 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 付 近 に 三 又 ジ ョ イ ン ト
１ ０ ５ お よ び 保 持 部 材 １ ０ ４ を 付 設 す る こ と に よ り 、 術 者 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 図 ３ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 は 、 図 ２ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用
処 置 具 に お い て 、 吸 盤 部 １ ０ １ か ら 離 れ た 場 所 に 開 閉 部 材 で あ る 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ お よ び
保 持 部 材 １ ０ ４ が 設 け ら れ て い る 。 三 方 コ ッ ク １ ０ ３ お よ び 保 持 部 材 １ ０ ４ を 吸 盤 部 １ ０
１ か ら 離 隔 し て 付 設 す る こ と に よ り 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 周 囲 の 嵩 張 り を 減 少 さ せ る こ と が で
き る 。 こ の た め 、 心 臓 と 心 臓 周 り で あ る 心 膜 と の 隙 間 が 小 さ い 場 合 で も 、 心 臓 を 吸 引 す る
部 位 が 制 限 さ れ な い 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 心 臓 壁 面 に 吸 着
さ せ た 複 数 の 吸 盤 部 １ ０ １ に 連 通 し て い る 可 と う 性 チ ュ ー ブ １ ０ ２ と 、 開 閉 部 材 で あ る 三
方 コ ッ ク １ ０ ３ に 付 設 さ れ た そ れ ぞ れ の 保 持 部 材 １ ０ ４ と を 、 引 っ 張 り 鉗 子 等 で 開 胸 器 等
に 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た 。 こ れ ら の 実 施 形 態 は あ く ま で 例 示 で あ り
、 種 々 の 変 形 例 が 可 能 な こ と 、 ま た そ う し た 変 形 例 も 本 発 明 の 範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に
理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 た と え ば 、 以 上 に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 は 、 一 つ の 吸 引 源 １ ０ ６ に 接 続 し
て 三 つ の 吸 盤 部 １ ０ １ が 設 け ら れ て い る 構 成 と し た が 、 吸 盤 部 １ ０ １ の 数 は 三 つ 以 上 で あ
れ ば よ く 、 た と え ば 四 つ 以 上 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 以 上 に 示 し た 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 に お い て 、 吸 引 源 １ ０ ６ と 吸 着 部 材 と
の 間 に ト ラ ッ プ を 設 け 、 血 液 、 体 液 、 ま た は 洗 浄 液 等 が ト ラ ッ プ さ れ る 構 成 と し て も よ い
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 オ フ ポ ン プ 冠 動 脈 吻 合 術 に お け る 吻 合 が 困 難 な 患 部 に 対 し て 、 心 臓 の 位 置 ず れ 、 ま た は
心 臓 の 脱 落 の 少 な い 心 臓 の 位 置 調 整 を 行 い 、 安 全 に 吻 合 を 実 施 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 に 係 る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 吸 盤 部 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 に 係 る 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 術 用 処 置 具 の 吸 盤 部 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ ０ １ 　 吸 盤 部
　 １ ０ ２ 　 可 と う 性 チ ュ ー ブ
　 １ ０ ３ 　 三 方 コ ッ ク
　 １ ０ ４ 　 保 持 部 材
　 １ ０ ５ 　 三 又 ジ ョ イ ン ト
　 １ ０ ６ 　 吸 引 源
　 １ ０ ７ 　 連 結 部 材
　 １ ０ ８ 　 ス リ ッ ト
　 １ ０ ９ 　 柔 軟 材
　 １ １ ０ 　 Ｘ 型 ジ ョ イ ン ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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